
まもなく、７２名の子どもたちが古山小学校を巣立っていきます。卒業生に、保護者の皆様に心から

お祝い申し上げますとともに、直接・間接的に指導・援助に関わってくださった多くの方々にも厚く御

礼申し上げます。

子どもたちは卒業式を境にして、自立への道をまた一歩大きく踏み出します。卒業式は出口であり、

そして入り口でもあります。そんな卒業式が今年ももうすぐやってきます。他の学年の子どもたちも次

の学年への一歩を踏み出せるように、１年間のまとめに取り組んでいます。

さて、子どもたちは学年が上がるにつれて、自分でできることが確実に増えていきます。その中には、

学力や体力とともに、人とつながる力、コミュニケーション力もあります。

様々な問題や困難に出会ったとき、自分で考え解決できることは生きていく上でとても大切なことで

す。友だちと遊ぶなかでは、小さなぶつかり合いが当然起こってきます。しかし、子ども同士で話し合

い、折り合いをつけられることが大事で、そういう経験を積み重ねながら子どもたちは、思考力や判断

力がつき、徐々に自立をしていくのだと思っています。

日頃より感じていることですが、子どもは、我々大人が考えるよりけっこうたくましいし、やらせて

みるとこちらが思っているより何でもできるものです。子どもたちの力を信じて、時には任せることも

大切です。失敗しないように、危なくないようにと先回りしてやってやるより、一度や二度失敗しても

じっと待ち、ここぞというときにだけそっと手助けをするということも必要だと思います。（もちろん、

安全に関しては、事前に充分注意を促す必要がありますが）真の愛情とは何かということを、大人は真

剣に考えて、”真の愛情”で子どもを育てていきたいものです。

江戸時代初期の陽明学者である中江藤樹は、著作「翁問答」で、駄目な育て方の典型として「姑息の

愛」をあげています。「姑息の愛」とは、『さしあたりの苦労をさせず、子どもの願いのままにそだてる

こと』です。一見慈愛のようではありますが、その子は気ままになり、鳥や獣と同じようになると言っ

ています。例えば、雨の日に子どもが頼みもしないのに「車で送ってあげるよ」なんて言うことは、決

して子どものためにならないというのです。

家庭、学校とがともに「真の愛情」「真の厳しさ」を持って子どもを育てていければいいなと心より願

います。どうぞよろしくお願いします。

２月１６日（土）下野市体育センターで上記の大会が開催されました。今年で３回目です。本校は昨

年、一昨年の優勝校としてのプライドを持って本大会に臨みました。エントリーしたのは６年生が中心

の「６ Ｓｔａｒｓ」全員５年生の「古山ファイブ」全員４年生の「チーム古山っこ」の３チームでし

た。毎日練習を重ね、これまで培ってきた技を磨き、作戦を練って、最善を尽くしての出場でした。

各チームとも熱戦を繰り広げ、結果は「６ Ｓｔａｒｓ」が惜しくも準優勝となりました。選手の皆

さん、本当によくがんばりました。どのチームも立派でした。この悔しさをばねに来年はリベンジを果

たそうと５年生、４年生チームのメンバーは決意を新たにしたようでした。お疲れ様でした。
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２月２２日（金）６年生を送る会が開かれました。

今までお世話になった６年生に感謝の気持ちを伝えるため、５年生が

中心となって準備をし、６年生を送る会を開いてくれました。１年生か

ら５年生までのどの学年も、６年生との思い出や感謝の気持ちを歌や演

奏、寸劇に表してくれました。各学年の発表の後のセレモニーでは、在

校生から卒業生へのプレゼントを贈呈をしたり、放送委員の５年生たち

から歌のプレゼントをしたりしました。６年生からは、その気持ちに応

えて、素敵な歌でお返しをしてくれました。歌あり、笑いあり、感動あ

りの素晴らしい会となりました。卒業生、在校生双方の気持ちが一つに交わった瞬間でした。６年生、

今までありがとう。

２月２７日（水）６年生が日頃お世話になっている先生方への感謝の

気持ちを込めて「感謝の会」を開いてくれました。最初に６年間の思い

出の映像とともに、先生方への感謝の言葉と歌が披露されました。心の

こもった素晴らしい歌声でした。その後、先生方一人一人にきれいな花

束の贈呈がありました。一番お世話になった担任の先生方にはサプライ

ズで、メッセージカードのプレゼントもありました。子どもたちが先生たちに内

緒でこっそりと準備したものです。受け取った先生方は、会の終了後とても嬉し

そうにしていました。また、卒業記念品のテント、ありがとうございました。大

切に使わせていただきます。

２月１４日（木）学校運営協議会が開催され、今年一年間の古山小

学校の運営状況について話し合いました。その中で、次年度に向けての反省と改善点についていろいろ

とご意見をいただきました。

主な内容は通学路の安全確保や、本校児童の学力の課題、予算の執

行状況、来年の５０周年記念事業等について多岐にわたりました。一

つ一つ丁寧に具体的な提案をいただきました。委員の方の意見はどれ

も貴重なもので、これからの学校運営に大いに参考となるものでした。

本当に地域の目として、本校を支えようとしてくださっていること

がわかりました。委員の皆様一年間本当にお世話になりました。来年

度もよろしくお願いします。

※ 児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。

学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/e_school/koyama/

こちらからもご覧になれます

 






